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ハウス栽培パッションフルーツの栽培技術開発
第３報．枝の切除が新梢の生長と開花に及ぼす影響

松田昇叩・島袋清香2）・松村まさと2）・長堂嘉孝3）

(1)沖縄県農業研究センター，２)沖縄県農業研究センター名護支所，３)沖縄県農林水産部園芸振興課）

NoboruMATSUDA，ＳａｙａｋａＳＩＭＡＢＵＫＵ，ＭａｓａｔｏＭＡＴＳＵＭＵＲＡ，ＹｏｓｉｔａｋａＮＡＧＡＤＯ：

Developmentoftechniquesfbrcultivatingpassionfruitmgreenhouse，

aEffectofremovingthebranchesontheshootandflowerfbrmation．

施したほうが良い．要約

沖縄県の紫系統パッションフルーツにおける

着花率の向上を図る適正な枝梢管理技術を確立

するため，枝の切除が新梢の生長と開花に及ぼ

す影響について検討した．第１花の着生位置，

花数および新梢長は，側枝の切除時期および切

除程度によって異なっていた．電照開始前に切

除すると第１花の着生節位が高く，花数が少な

くなった．これに対し，電照開始後に切除する

と第１花の着生節位が低く，花数が多くなった．

また，いずれの時期でも切除程度を強くするほ

ど第１花の着生節位が高く，花数が少なくなり，

新梢の生長も抑制された．新梢生長後に第１蕾

の長さ別に側枝を切除すると，第１蕾長が１０

ｍｍ以上を目安に切除したほうが新梢の生長が

良く，花数が多くなった．さらに，結果枝の処

理については，収穫後に全切除区，半切除区，

無切除区を設けて次期開花と果実品質に及ぼす

影響を調査したところ，全切除区で明らかに花

数が減少したが，果実品質には差がなかった．

以上の結果，電照栽培における側枝の切除は，

電照開始当日以後に切除程度を弱くしたほうが

良く，収穫後の結果枝の切除についても同程度

の切除が良い．また，新梢発生後の側枝の切除

は，第１蕾長が10ｍｍ以上に伸長した時点で実
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一般に行われている作型は，前年の株を利用

する体系と秋に新植する体系があり，いずれの

体系も年２回から３回の収穫が可能である．

パッションフルーツは，好適な温度下におい

て長日条件に遭遇すると新梢上の葉えきに花芽

形成（図ｌ）がおこなわれるが（石畑，１９８９；

張，１９８９；Nakasoneeta1.,1998)，既に生

長し花芽形成のない枝や収穫後の枝に新たな花

芽形成がおこなわれない（張，1989)．そのた

め，生産現場においては，花芽形成のない枝や

収穫後の枝（以下，結果枝）を全て切除し，新

梢の発生を促すことによって花芽を着生させる

手法がとられていたが，新梢生長の遅延や花芽

の消失及び花飛びが多く，それが花数と収量の

減少要因になっていた．

そこで，パッションフルーツの栽培において，

生産量を増やす重要な点は，新梢を効率的に発

生させ花数を多くすることであり，その手法と

して適切な枝梢管理技術が不可欠と考えられる．

これまで，沖縄県において枝の切除法が新梢の

生育や開花に及ぼす影響について報告例がない．

本報では，沖縄県のパッションフルーツ栽培

において，安定生産を図るため，枝の切除法の

違いが新梢の生長と開花及び収量に及ぼす影響

について検討した．
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緒言

沖縄県の紫系統パッションフルーツは，高品

質果実の生産と果実の周年供給を図るため，施

設下で電照と無電照を組み合わせた栽培が行わ

れている（表１）．

松田ら（2006）は沖縄県の施設栽培における

整枝法について枝の伸長，着果性，収量等を考

慮すると，つり下げ型垣根整枝法が最適である

ことを報告し，すでに生産現場でその実用性が

確認され普及している．

表１．沖縄県におけるパッションフルーツの作型．

6月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月６月７月８月
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ｍｍネットで被覆）に2003年10月に定植した紫

系統（沖縄農研センター選抜）の２年株を用い

た．整枝法は，つり下げ型垣根整枝法（畝間

1.2ｍ×株間２ｍ×高さ1.6ｍ）で，ｌ区１樹の

3反復とした.電照方法は，樹上約80ｃｍに５㎡

当たり７０Ｗの電照用白熱電球１個を設置し

２２：００から翌日の２：００までの４時間電照とし，

１月１５日に開始した．消灯は電照開始50日後に

行った．

側枝の切除は，電照開始10日前，電照開始当

日電照開始10日後に行った．切除程度は全切

除（全側枝と既に発生している全新梢を切除)，

半切除（側枝長の２分の１と既に発生している

全新梢を切除)，無切除（既に発生している全

新梢のみ切除）とした（図２)．

側枝の切除前後の側枝特』性調査は，各供試樹

図１．新梢の葉えきに着生した蕾．

材料及び方法

試験１．電照開始前後の側枝の切除時期と程度

が新梢の生長と開花に及ぼす影響

沖縄県農業研究センター名護支所内の無加温

ビニールハウス内（ハウス外壁を周年に渡り１

主幹

ilill識iii$iiiiiiliii葛 lirllFir
回型蝿

'''11Ｉ！
編く璽四侭６

霧､９ｄ鰄團鰯閲

側枝切除前 無切除（新梢のみ切除）

禰i竺一鬮ＩＦ￣認iii緯 jiF罰ｗ－薗霞…薗審錘

'１１１
掴

'１！
半切除（側枝長の１/２.新梢） 全切除（側枝・新梢）

図２．切除程度．



沖縄農業第42巻第１号（2008）1４

以上，Ａ４：第１蕾の開花日を目安に，いずれ

の処理区も’樹内の全新梢数の80％程度が基準

に達した時点で行った．

から無作為に１０本抽出し，長さと葉数を測定し

た．また，切除した側枝及び新梢の重さを測定

した．

切除後，新たに生長した新梢は，生育の良好

な枝を１本ずつ残し，他の新梢は除去した．新

梢は，ｌ樹当たり10本を抽出し，生長の程度と

開花特性を調査した．試験中に発生する副梢は

随時除去した．施肥は沖縄県栽培要領に準じた．

ハウス内の温度は最高温度30℃を目標にハウス

の側窓を開閉した．

試験３．収穫後の結果枝の切除程度が開花と果

実特性に及ぼす影響

供試樹は2002年９月に定植し，つり下げ型垣

根整枝法（畝間１．２ｍ×株間３ｍ×高さ1.6ｍ）

によって電照栽培され，2003年４月１０日に収穫

終了した樹を使用した．結果枝と既に発生して

いる新梢の切除は2003年４月１４日に行った．切

除程度は試験ｌと同様に実施し，切除後に新た

に生長した新梢は地表に達した時点で開花特性

を調査した．また，供試樹の全ての花に受粉し，

自然落下した果実の特性を調査した．着色は０

(緑）から５（完着色）まで指数で表した．糖・

酸はHORIBA-NH2000で測定した．施肥は収

穫中期に沖縄県果樹栽培要領に準じて行った．

主幹

愚i震鷲電醤霧雰臓

隣jii

図３．側枝半切除後の新梢発生状況．
結果

試験１．電照開始前後の側枝の切除時期と程度

が新梢の生長と開花に及ぼす影響

各処理区の切除前後の側枝の特性を表２に示

した．

切除前の側枝の特`性は同程度であるが，切除

後は半切除区の枝長，葉数で切除前の２分の１，

全切除区で０であった．ｌ樹当たりの切除枝の

全生重はいずれの切除時期でも全切除区で多く，

半切除の2.1から2.3倍の重さであった．

切除時期と程度が開花特`性に及ぼす影響を表

３に示した．切除時期において電照開始当日以

後が開花特性に良い影響を及ぼした、特に，花

数と花着生率は処理間に差が認められ，電照開

始当日と電照開始10日後に多かった．第１花の

着生節位と主幹からの距離においても処理間に

差が認められ，電照開始当日と電照開始１０日後

試験２．新梢発生後の側枝の切除時期が新梢の

生長と開花に及ぼす影響

2004年９月12日に定植した紫系統を使用した．

整枝法と電照方法は試験ｌに準じ，供試本数は，

１区１樹の３反復とした．試験開始に当たり，

各供試樹の全ての側枝を140ｃｍ程度まで育成し，

11月１日の電照開始日に各供試樹の側枝を，半

切除（側枝長の２分の１と既に発生している全

新梢を切除）した．切除後，新たに生長した新

梢は（図３），生育の良好な枝を１本づつ残し，

１樹当たり１０本を調査枝とした．新梢の調査は

経時的に行った．開花特'性は，新梢が地表に達

した時点で行った．側枝切除の目安は，新梢上

の第１蕾長を基準に実施した．Ａ１：第１蕾長

が５ｍｍ以下，Ａ２：５ｍｍ程度，Ａ３：５ｍｍ
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で低く主幹に近かった．切除程度の花数は無切

除区と半切除区で多く，全切除区で少なかった．

第１花の節位は無切除区と半切除区で低く，主

幹に近かった．開花は電照開始後60日～66日の

間にみられ，全切除区で遅くなる傾向にあった．

いずれの開花特'性においても，切除時期と切除

程度の間に交互作用はみられなかった．電照開

始当日の側枝切除程度による切除後の新梢の生

長を図４に示した．新梢の生長は側枝の切除程

度によって大きな差がみられた．無切除区では

切除５日後から発芽し，１５日後から急速に伸長

し，５５日後に他の区より長かった．これに対し，

切除程度の強かった全切除区では，無切除区よ

り発芽が遅く，さらに新梢の伸長も緩』慢で55日

後の新梢の長さは３区の中で最も短かった．半

切除区では無切除区と同様に切除５日後から発

芽したが，５５日後の枝の長さは無切除区より短

かつた．

表２．側枝切除前後の生育特性．

1枝当たりの長さ(c、）１枝当たりの葉数 1樹当たり切除枝

の全生重(9)
切除時期切除程度

切除前切除後切除前切除後

53.1Ｙ±４．２

383.3z±７４．０

９１６oz±３０．１

97.3Y±１０．５

466.6z±68.4

1150.oz±１４７．２

108.1Ｙ±３７．１

674.3z±60.2

1476.6z±１６３．３

電照開始1ｏ日前無切除

半切除

全切除

電照開始当曰無切除

半切除

全切除

電照開始１０日後無切除

半切除

全切除

149.7

７１．８

００

１４８．３

７５．１

００

１４５．２

７４．６

００

１４．４

１４．２

１４．１

１５．２

１４．８

１４．６

１４．７

１４.４

１４．３

1４．４

７．１

0.0

15.2

７．４

００

１４．７

７．２

０．０

149.7

143.6

143.1

148.3

150.2

140.2

145.2

149.2

149.6

Y:既発生新梢のみの生重

z:側枝と既発生新梢の生重

表３．切除時期と程度が開花特性に及ぼす影響．

第１花

切除時期切除程度長さ(.､)節数花数欝着生節位開花曰害繍
電照開始１０日前 無切除

半切除

全切除

無切除

半切除

全切除

無切除

半切除

全切除

3/18

3/20

3/23

3/17

3/17

3/22

3/21

3/21

3/2５

５
７
０
１
９
２
０
６
４

⑪
●
●
●
●
●
■
●
●

６
７
９
７
３
３
７
２
７

５
５
３
６
７
６
７
７
５

３
８
７
７
９
９
８
６
４

●
●
ａ
●
●
●
●
●
●

６
６
９
４
３
５
３
３
５

66.8

５７．０

86.7

50.3

47.3

50.5

35.4

30.6

51.9

1373

128.4

144.7

130.9

135.7

139.5

129.6

133.4

133.5

14.2

14.0

14.3

13.8

14.8

15.7

14.３

１５．４

１４．９

８．０

８．１

５．６

９．３

１０．９

９．９

１１．０

１１．１

８．５

電照開始当日

電照開始１０日後

切除時期

切除程度

切除時期×切除程度

＊＊

＊＊

ｎs．

＊＊

＊＊

ｎｓ．

＊＊

＊

ｎｓ．

＊＊

＊＊

ｎｓ．

**,*は肩付きの異なるアルファペット間でそれぞれ,1%１５%で有意性あることを示す．



沖縄農業第42巻第１号（2008）1６

表５．側枝の特性．

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
４
２
０
８
６
４
２

１
１
１
１

一一全切除

一■一半切除

弓鈩無切除

試験区本数生重枝長葉数

数
３
５
０
７

本
卦
却
卦
卦

０
０
０
９

２
２
２
１

５
７
７
２

ｋｇｃｍ 枚

1.5±0.176.5±6.08.3±0.6

1.3±0.176.9±１３．９８．７±0.8

1.5±０．１７８５±3.78.5±0.5
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表６．側枝切除後の新梢開花特性．

図４．切除程度が新梢の生長に及ぼす影響．

試験区節数蓬H濡鑪鶯開蕊始開花率）
％ ％

試験２．新梢発生後の側枝の切除時期が新梢の

生長と開花に及ぼす影響

側枝切除時の新梢と切除された側枝の特』性を

表４，５に示した．切除時の新梢長と第１蕾の

特性に差がみられたが，第１蕾の着生位置に差

はみられなかった．切除された側枝はいずれの

処理区も同程度であった．側枝切除時期の違い

が新梢の長さと開花特性に及ぼす影響を表６，

図５に示した．切除後の新梢の生長は，いずれ

の区も同じ推移を示しているが，第１蕾長が５

ｍｍ以下を基準に切除した区は他の処理区より

遅い傾向がみられた．生育の良かった処理は第

１蕾が開花するまで側枝を残した区であった．

第１蕾の消失率は，切除時の蕾長が短いほど高

く，長いほど低くなった．開花率は蕾長が短い

レベルで切除した区ほど低下する傾向がみられ

た．
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１%5%水準で有意差あり(Tukey）
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図５．側枝切除時期が新梢の生長に及ぼす影響．

I，Ⅱ,Ⅱ,Ⅲ,Nは,Ａ１，Ａ２，Ａ３，Ａ４の側枝切除時期を示す．

試験３．収穫後の結果枝の切除程度が開花と果

実特性に及ぼす影響

結果枝切除前の収穫量を表７，切除前後の結

果枝の特性を表８に示した．結果枝の切除が開

花と着果特性に及ぼす影響を表９，果実特性に

及ぼす影響を表10に示した．

供試樹の試験開始前の収穫量は同程度であっ

た．切除前の結果枝の特性に差がみられないが，

切除後は各処理区に差がみられた．収穫後の結

表４．側枝切除時の新梢特性．

試験区新梢長
着生節位長さ幅

ｃ、

２０．１±５．６
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１０９．１±１０．８

ｍｍｍｍ

２２±０．５

４．８±１．６３．８±１．３

１０．７±２．０８．７±１．６

１
２
３
４

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

８
５
９
２

０
１
０
１

＋
一
十
’
十
一
十
一

２
１
２
５

４
４
４
４



松田・島袋・松村・長堂：ハウス栽培パッションフルーツの栽培技術開発 1７

果枝の切除程度と開花特`性に有意な差がみられ

た．切除程度が強くなるにしたがって蕾の消失

率は高くなり，花数が減少した．ｌ樹当たりの

収量は，無切除区と半切除区間に差がみられず，

全切除区でほとんどなかった．１果重，果皮色，

横径，縦径，糖，酸については，無切除区と半

切除区に差が見られなかった．

表７．試験開始前の供試樹の着果特性．

1樹当たり 果実重

ｇ
処理区

収量(kg）収穫果数

無切除

半切除

全切除

63.475.2

66.774.5

67.3７１．４

７
９
８

４
４
４

表８．切除前後の結果枝特性．

葉数 切除枝全生重

（９）

枝長
処理区

切除前切除後切除前切除後

無切除127.4±103127.4±１０３１３７±０６１３７±0.6４７±７３

半切除145.8±6.1729±1514.4±0.47.7±0.1460±262

全切除130.1±132００１４２±0９０．０950±308

表９．収穫後の結果枝の切除程度が次期開花と着果特性に及ぼす影響．

1枝当たり 第１花

処理区節数

花数霧舗着果数議開花曰麦灘鮪
４．９ｂ

７．２ｂ

ｌ２６ａ

ａ
０
ｂ
ｃ

４
Ｄ
（
０
４

●
●
■

７
Ｊ
Ｆ
Ｄ
（
Ｕ

28.7ｃ

40.1ｂ

96.7ａ

ａ
ａ
Ｏ
Ｄ

Ｃ
）
ｎ
Ｊ
４
－

●
●
●

の
坐
ｎ
Ｊ
（
Ｕ

無切除

半切除

全切除

5/16

5/16

5/2０

4.1

3.6

5.5

25.5

21.7

２１．５

２１．４

１８．７

有意性 *＊＊＊＊＊＊＊

注)**,肩付きの異なるアルファベット間でそれぞれ1%水準で有意性あり(Tukey)．

表10．収穫後の結果枝の切除程度が収量と果実特性に及ぼす影響．

酸b）処理区’樹収量’果実重果皮色･）横経縦経糖b）
ｋｇｇｍｍｍｍ ％

無切除

半切除

全切除

60.4６５．８１７．２±0.37262±0.47

61.0６５．６１７．４±0.302.7±0.39

85.7

92.0

３
２
●
■

１
１

4.3

3.5

有意性ｎ.ｓｎ.ｓｎｓｎｓｎｓｎｓ ｎｓ

注)a）着色程度:緑(Ｏ)～完着色(5)．

ｂ）平均値±標準偏差．
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著しかった．切除程度が弱いほど新梢の生長に

良く，強いと劣った．キュウリのつる下げ栽培

で，強度の摘葉をすると同化産物の減少がある

ため枝の伸長が劣り短くなる（古藤ら，1993)．

また，パッションフルーツの成熟葉の摘葉は，

成熟葉が養分の主要給源であるため，新梢生長

の抑制が著しく，１日当たりの生長量は1.14ｃｍ

と報告されている（張，1989)．

本試験においては，切除後の発芽時期は，無

切除区と半切除区で同程度であったが，全切除

区は５日程度遅れた．また，側枝の切除程度が

強いほど新梢の生長が劣り，ｌ日当たりの生長

量も全切除区において1.65ｃｍと小さく，既報

と同程度であった．この結果から，枝の強い切

除により新梢への光合成産物の供給器官である

成熟葉が減少し，新梢の発芽，伸長に影響を及

ぼしたものと考えられた．

新梢の開花特性に及ぼす側枝の切除程度は，

無切除区と半切除区で良い影響を及ぼし，全切

除区において，他の処理区より劣った．特に電

照開始前の切除においては，その影響が顕著で

あった．張（1989）はパッションフルーツの成

熟葉を除去すると花芽形成は遅延し，かつ形成

された花芽は消失し，開花に至らない．その要

因として，成熟葉が養分，ホルモンの主要供給

源であるためとしている．本試験においても，

切除程度が強いほど成熟葉が多く除去されてい

ることから，新梢の生長と花芽分化から形成に

要する養分の競合により，花数の減少や第１花

の花芽形成の遅延につながったものと考えられ

る．

以上より，電照開始後に側枝の切除程度を弱

くすると，新梢の栄養生長，生殖生長はともに

順調に進み，安定した着花が認められることが

明らかになった．

試験ｌにおいて，着花率の高い新梢を育成す

考察

沖縄県の自然条件下における紫系統パッショ

ンフルーツは４月上旬から１０月下旬に開花し，

11月以降の短日期において開花しない（大城，

1997；松田，2005)．この間の開花を促進し，

高品質の果実を生産するため，ハウス条件下に

おいて電照栽培が導入され，無電照と組み合わ

せた体系が確立されているしかし，枝の切除

法の違いによって，新梢の花芽消失や花飛びが

多く着花率の低下につながり収量に影響を及ぼ

していた．

そこで，本試験ではつり下げ型垣根整枝法に

おいて，着花率の向上を目的とした枝の切除法

について検討した．

電照開始前後の側枝切除が新梢の開花特'性に

及ぼす影響は著しかった.切除時期が早いほど

花数が少なく，花の着生率が低かった．さらに，

第１花の着生節位が高く，主幹から離れた節位

に着生した．一方，切除時期が遅いと花数が多

く，花の着生率が高く，第１花の着生節位が低

かった．

パッションフルーツは，好適な温度下におい

て長日条件に遭遇すると新梢上の葉えきに花芽

を形成（図ｌ）し，開花を促進する（石畑，

1989；張，１９８９；Nakasoneeta1.,1998)．

また，側枝の切除時期が花芽形成期より早いと

着花位置が高くなる（鹿児島県果樹試験場，

1998)．

本試験においても，電照開始１０日前の切除は，

新梢が短日条件下で発芽し，伸長開始後に長日

条件に遭遇していることから第１花の着生節位

が高く，花数が少なくなったものと考えられる

一方，電照開始後の側枝切除は新梢の発芽時か

ら長日条件に遭遇し，第１花が低節位から着生

したものと考えられ，既報と一致した．

新梢の生長に及ぼす側枝の切除程度の影響は
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るには，側枝を残した切除法が良いことが明ら

かとなった．しかし，新梢生長後，側枝を残す

と側枝の上に新梢が伸長し，重なることによっ

て，枝が密になり栽培管理に支障を生じる．ま

た，病害虫対策や果実品質にも影響を及ぼすた

め，新梢の着花に影響を及ぼさず側枝を切除す

る必要がある．そこで，新梢の第１蕾の大きさ

を基準に側枝の切除時期を検討した．

新梢の生長の初期に側枝を切除すると新梢の

生長が悪く，遅くまで残すと生長が良かった．

第１蕾の消失率は，蕾長が短い切除区において

高く，長いほど低くなった．特に，１０ｍｍ以上

で切除すると消失率が低くなった．

パッションフルーツの枝の更新は，古い葉と

新しい葉の世代交代をする,性質を利用し，古い

側枝があるうちに新しい枝を伸ばす方法が良い

としている（東北電力)．

本試験では，蕾長が短いレベルで側枝切除を

行った区は，ｌ樹当たりの葉面積が大きく減少

し，また新梢長が短く，葉が充分に展開してな

いことから，新梢の生長，新葉の展開と花芽形

成との間の光合成産物の競合関係が一段と強ま

り，新梢の生長が遅れ，第１蕾の消失につながっ

たものと考えられる．一方，蕾長が長いレベル

で切除した区は，切除時に新梢が76.7ｃｍ以上

と長く，葉が充分に展開していることから側枝

除去の影響は少なかったものと考えられる．こ

の結果は，側枝が新梢の生長と花芽形成に深く

関わっていることを示している．従って，新梢

発生後の側枝の切除は，新梢が充分に生長し，

第１蕾長が10ｍｍ以上で切除すると消失率が低

くなると判断される．

パッションフルーツの栽培において１回目の

収穫後，次期作の新梢を発生させ，着花率と収

量を高めることは安定生産のために重要なこと

であり，その手法として側枝の切除と既に発生

している新梢の切除が効果的である．パッショ

ンフルーツの1節を残す切除では着花数が少な

く，結果数も不足するが，４節を残す区では着

花数が多くなる（鹿児島県果樹試験場，1998)．

本試験において収穫後の枝の切除程度は，無

切除区で新梢の蕾の消失率が少なく，花数が多

かったが，全切除区は，ほとんど着花がみられ

なかった．この結果は既報と同じような結果で

あり，試験１の切除程度の結果と違いがみられ

た．全切除区で着花がみられなかった要因は，

収穫後の樹の貯蔵養分が少ない中で，側枝の全

切除によって，新梢の発芽・生長に養分が振り

向けられ，花芽形成に悪い影響を及ぼしたもの

と考えられた．

紫系パッションフルーツは側枝を強切除する

と収量が低く，弱切除すると収量が高く，良質

な果実が生産される（Gurnahl984)．

本試験においても，切除程度が弱いほど１樹

当たりの収量と果実特'性に良い影響を及ぼし，

既報と一致した．

以上の結果，電照栽培における側枝の切除は，

電照開始当日以後に切除程度を弱くした方が良

く，収穫後の結果枝も同程度の切除が良い．ま

た，新梢発生後の側枝の切除は，第１蕾長が１０

ｍｍ以上に伸長した時点で実施したほうが良い．
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